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　既存ストック活用において、建築や設備システムを再利用・改修し、省エネ化、バリアフリー化、
耐震改修、維持管理の容易化などを目的とし、建築物の性能・価値向上が行われている。2025
年の建築基準法改正により、大規模改修における確認申請の必要範囲が拡大し、省エネ改修時の
高さ制限特例などが導入されるなど、国も既存ストックの活用を促進する動きを強化している。
2026 年秋、国土交通省社会資本整備審議会建築分科会では、「建築分野の中長期的なビジョン検討」
が議論され、中間とりまとめが成されたところである。
　本特集では、既存ストックを適切に「使いこなす」時代に向けた取り組みとして、サーキュラー
エコノミー、ホールライフカーボン、ゼロエネルギー改修の観点から、国内外の最新動向と事例
を紹介する。
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